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グストラテジーを 教 授 するための 科 目 として
How to study English を開設した。
（6）Global Village の開設











































の 3 割強にあたった。さらに 2 年次の学生のた
めにも 週 2 回 集 中 の Sophomore English Pro-
gram（以下 SEP と略記）を各学部に 1 コマ、
計 6 コマ提供した。
　これとは別に週 1 回の English Communica-
tion を基礎・初級・中級・上級のレベル別に提
供することになった。基礎レベルはそれまでの





































































































ク・スキルに特化した EAP は、ESP とは別立
てで設置している。
（2）経営学部の Global Program （GP）　
　経済学部に続き、WLC とタイアップして ESP
科目を提供するプログラムは順次他学部にも波
及 していった。なかでも 経 営 学 部 はヨーロッ
パ、アジアでの現地研修を組み込んだ Global 
Program （GP）を 実 施 することになり、ここ
で も WLC 所 属 の ネ イ テ ィ ブ 教 員 が Study 




















中の FEP と SEP、および週 1 回の英語コミュ
ニケーションが中核科目であった。このうち後
者は習熟度別編成になっていた。前者のうち、










　まず週 2 回集中の Freshman English、Soph-
omore English は、それまでの年次指定をはず
して習熟度別とし、名称も WLC English Pro-
gram と変えて、Basic、Elementary、Interme-
diate の 3 レベルに分けた。さらにそれよりも上
級の集中科目として International Communica-
tion を 新 設 し、学 習 目 標 別 に Academic と
Business に分けた。






こうして Academic Writing と名付けた科目を
Elementary、Intermediate、 Advanced の各レ
ベルに設置する一方で、テスト対策としては従



















一 度 のペースでスピーキング・アセスメント 
を 想 定 したワークショップを 開 催 した。この






















al Development と 名 付 けて WLC の FD 活 動
を年 2 回のペースで開催していくことになった。
　あわせて教員相互の授業振り返りも FD 活動
の 柱 として 実 施 した。この Peer Observation
（相互授業参観）は2002年度にスタートし、非








































































































スの iBT へと発展しており、ITP との相関性
が薄れてしまっていたことも、この時の切り替
えの理由であった。



















































































Chat Club、English Forum 等の基幹プログラ


































あったが、週 4 コマの英語特修プログラム En-
glish for Study Abroad （以下 ESA と略記） と、
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glish Medium Program）が 開 始 される。これ
らは留学生だけではなく、日本人学生にも門戸
が開かれている。学びの国際化が、これによっ
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